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留学生と語ろう！

第
1
回
「�

留
学
に
つ
い
て
語
ろ
う
！
　
留
学
経
験
か
ら
私
が
得
た

も
の
」

■�

パ
ネ
リ
ス
ト
…
…
学
部
生
：
松
本
智
明
（
本
学
国
際
言
語
文

化
学
科
ベ
ト
ナ
ム
語
専
攻
四
年
生
）、
川
崎
裕
季
菜
（
同
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
語
専
攻
四
年
生
）、
陣
山
夏
子
（
国
際
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
四
年
生
）、
衣
笠
円
香
（
同
上
）、
後
藤
隆

恭
（
同
三
年
生
）、
留
学
生
：FRAN

CO
�CU
EN
CA�ERIC

（
ス
ペ
イ
ン
）、H
U
YN
H
�TH
I�LAN

�CH
I,�N
G
U
YEN

�
TH
I�TH

U
�H
U
O
N
G
,�TA�H

O
N
G
�H
AN
H

（
ベ
ト
ナ
ム
）、

M
U
H
AM
M
AD
�M
U
CH
LASIN

,�SARAH
�JEN

N
IFER

（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）、
沈
少
娜
、
包
夢
真
（
中
国
）、
朴
壬
卿

（
韓
国
）、
申
善
云
（
台
湾
）

■�

司
　
会
…
…
上
原
由
美
子
（
本
学
留
学
生
別
科
専
任
講
師
）

■�

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
…
…
桝
本
智
子
（
本
学
国
際
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
准
教
授
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
研
究
所
副
所
長
）

第
2
回
「�

大
学
っ
て
な
に
？
　
大
学
生
は
何
を
す
る
？
　
世
界
の

大
学
生
活
を
知
ろ
う
！
」

■�

パ
ネ
リ
ス
ト
…
…
学
部
生
：
土
屋
夏
実
（
本
学
英
米
語
学
科

三
年
生
）、
松
田
和
人
（
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

四
年
生
）、多
昌
恵
美（
同
上
）、
菊
地
し
の
ぶ（
同
三
年
生
）、
留

学
生
：AM

ARIN
�PIYAW

AN
,�PIYAPAI�JARU

W
AN
,�

SU
PO
RN
SIN
�JIRAW

U
T,�VARAVU

D
TH
�SU
KAN

DA

（
タ
イ
）、
劉
学
詩
（
中
国
）、
呉
奈
娟
、
金
ソ
リ
（
韓
国
）、

H
ELEN

IU
S�JO

H
AN
N
A

（
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
）、
高
筱
瑋

（
台
湾
）

■
司
　
会
…
…
上
原
由
美
子

■
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
…
…
桝
本
智
子

　
二
〇
一
二
年
六
月
十
四
日
（
第
1
回
）、
十
二
月
十
一
日
（
第
2
回
）　
開
催

留
学
生
と
語
ろ
う
！�

上
原
由
美
子
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　《「
留
学
生
と
語
ろ
う
！
」
シ
リ
ー
ズ
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

は
、
学
部
生
と
留
学
生
が
異
文
化
体
験
に
つ
い
て
本
音
で
語
り
合
う
場

と
し
て
毎
年
実
施
さ
れ
て
き
た
。
今
年
度
は
、
留
学
生
別
科
の
一
ク
ラ

ス
（
日
本
語
イ
ン
タ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
5
）
全
員
と
留
学
経
験
の
あ
る
学

部
生
、
あ
わ
せ
て
各
回
十
五
名
ほ
ど
が
登
壇
し
、「
留
学
経
験
か
ら
得

た
も
の
」（
第
1
回
）、「
世
界
の
大
学
生
活
」（
第
2
回
）
に
つ
い
て

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
な
っ
た
。
第
1
回
、
第
2
回
と
も
、
参
加
者

全
員
が
留
学
経
験
者
で
あ
り
、
自
ら
の
異
文
化
体
験
に
基
づ
い
た
活
発

な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
》

第
1
回
　
留
学
に
つ
い
て
語
ろ
う
！
　

�

留
学
経
験
か
ら
私
が
得
た
も
の
　
　

　
第
1
回
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
留
学
経
験
を
通
じ
て
学
ん
だ
こ

と
や
感
じ
た
こ
と
、
自
分
の
変
化
、
成
長
、
お
よ
び
留
学
経
験
を
今
後

の
人
生
に
ど
う
生
か
し
て
い
き
た
い
か
な
ど
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
。

　
ま
ず
、
留
学
先
で
感
じ
た
こ
と
と
し
て
、
学
部
生
、
留
学
生
双
方
か

ら
、
挨
拶
の
仕
方
や
人
に
対
す
る
接
し
方
の
違
い
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
相
違
点
が
挙
げ
ら
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
留
学

生
か
ら
は
「
日
本
人
は
知
ら
な
い
人
に
声
を
か
け
な
い
の
で
冷
た
く
感

じ
る
。
困
っ
て
い
る
人
を
見
て
も
何
も
し
な
い
人
が
多
い
と
思
う
」

「
日
本
人
学
生
に
飲
み
に
行
こ
う
と
誘
わ
れ
る
が
、
具
体
的
な
話
に
発

展
し
な
い
。
本
当
に
行
く
気
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
」
な
ど
の
意
見

が
出
た
。
ま
た
、
学
生
の
学
習
時
間
や
学
習
態
度
の
違
い
も
挙
げ
ら
れ

た
。
留
学
生
か
ら
は
「
日
本
で
は
明
る
い
時
間
に
高
校
生
が
外
を
歩
い

て
い
る
が
、
韓
国
で
は
高
校
生
は
夜
遅
く
ま
で
学
校
や
塾
で
勉
強
す
る
。

平
日
の
午
後
に
高
校
生
の
姿
を
見
る
こ
と
は
少
な
い
」「
中
国
で
も
学

生
は
朝
か
ら
夜
ま
で
学
校
で
勉
強
す
る
」
と
い
う
話
が
出
た
。
学
部
生

か
ら
は
「
日
本
で
は
授
業
中
に
寝
て
い
る
学
生
が
よ
く
い
る
が
、
留
学

先
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
そ
ん
な
学
生
は
い
な
か
っ
た
」
な
ど
、
日

本
の
学
生
が
あ
ま
り
勉
強
し
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
が
多
く

出
た
。
一
方
で
、
留
学
生
か
ら
は
「
ス
ペ
イ
ン
に
は
塾
が
な
い
が
、
日

本
の
中
学
生
・
高
校
生
の
多
く
は
塾
に
通
っ
て
お
り
、
学
校
よ
り
も
塾

で
勉
強
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。
ま
た
、

留
学
生
が
日
本
に
来
て
驚
い
た
こ
と
と
し
て
、
女
子
高
校
生
の
ス
カ
ー

ト
の
短
さ
な
ど
、
日
常
の
さ
ま
ざ
ま
な
気
づ
き
が
挙
げ
ら
れ
た
。

　
次
に
、
学
部
生
か
ら
ぜ
ひ
留
学
生
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
た
い
ト

ピ
ッ
ク
と
し
て
提
案
さ
れ
た
「
留
学
と
就
職
活
動
の
ジ
レ
ン
マ
」
に
つ

い
て
話
し
合
わ
れ
た
。
学
部
生
か
ら
「
日
本
で
は
留
学
し
た
く
て
も
就

職
活
動
に
遅
れ
る
こ
と
を
心
配
し
て
諦
め
る
学
生
が
多
い
」「
三
年
生

に
な
っ
て
や
っ
と
勉
強
の
面
白
さ
が
わ
か
り
、
留
学
し
た
い
と
思
っ
た

時
期
に
就
職
活
動
に
縛
ら
れ
て
し
ま
う
」「
他
の
国
で
も
こ
の
よ
う
な

状
況
が
あ
る
の
か
」
な
ど
の
意
見
や
疑
問
が
提
示
さ
れ
た
。
多
く
の
留



15

留学生と語ろう！

学
生
が
こ
の
日
本
の
状
況
に
驚
き
を
示
し
、「
自
分
の
国
で
は
状
況
は

ま
っ
た
く
違
う
。
留
学
を
し
て
そ
の
地
の
文
化
を
理
解
し
た
り
言
葉
を

学
ぶ
こ
と
は
就
職
に
大
い
に
有
利
に
な
る
。
留
学
で
卒
業
が
多
少
遅
く

な
っ
て
も
就
職
に
影
響
は
な
い
」「
日
本
の
学
生
が
留
学
を
リ
ス
ク
と

考
え
る
こ
と
自
体
、
最
初
は
理
解
で
き
な
か
っ
た
」
と
い
う
声
が
出
た
。

特
に
ベ
ト
ナ
ム
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
留
学
生
か
ら
は
「
私
た
ち
は
、
ど

う
し
て
も
日
本
に
留
学
し
た
く
て
何
度
も
試
験
に
挑
戦
し
て
や
っ
と
夢

が
か
な
っ
た
。
交
換
留
学
の
枠
が
あ
る
の
に
チ
ャ
ン
ス
を
逃
す
の
は

も
っ
た
い
な
い
と
思
う
」
と
い
う
意
見
が
出
た
。
一
方
で
、
学
部
生
た

ち
は
い
ず
れ
も
、
自
ら
の
経
験
か
ら
、
留
学
で
得
た
さ
ま
ざ
ま
な
経
験

は
就
職
に
役
に
立
つ
と
思
う
と
述
べ
た
。
ま
た
、
就
職
活
動
中
お
よ
び

活
動
を
終
え
た
四
年
生
た
ち
が
、
聴
衆
の
学
部
生
に
留
学
の
価
値
を
強

く
訴
え
る
姿
が
見
ら
れ
た
。
具
体
的
に
は
「
私
は
就
職
活
動
の
開
始
時

期
に
不
在
で
ス
タ
ー
ト
が
遅
れ
た
が
、
留
学
経
験
が
評
価
さ
れ
て
採
用

さ
れ
た
と
思
う
」「
現
在
は
、
留
学
経
験
の
あ
る
学
生
を
採
用
し
た
い

企
業
も
増
え
て
き
て
お
り
、
就
職
活
動
を
理
由
に
留
学
を
諦
め
る
の
は

も
っ
た
い
な
い
」「
一
般
的
に
知
ら
れ
て
い
る
企
業
以
外
に
も
、
新
し

い
Ｉ
Ｔ
系
の
企
業
な
ど
、
本
当
に
外
国
語
を
必
要
と
し
て
い
る
企
業
も

増
え
て
き
て
い
る
」「
も
は
や
留
学
を
リ
ス
ク
と
考
え
た
り
心
配
し
た

り
す
る
必
要
は
な
い
と
思
う
」「
一
年
間
程
度
の
留
学
は
履
歴
書
に
書

い
て
も
意
味
が
な
い
と
言
わ
れ
る
が
、
む
し
ろ
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し

た
ほ
う
が
い
い
」
な
ど
、
留
学
が
就
職
に
も
プ
ラ
ス
で
あ
る
と
す
る
意

見
が
多
く
出
た
。
ま
た
、
あ
る
四
年
生
の
学
部
生
は
「
企
業
の
面
接
で

『
君
の
ベ
ト
ナ
ム
語
よ
り
上
手
な
日
本
語
を
話
す
外
国
人
が
た
く
さ
ん

い
る
の
に
君
を
雇
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
』
と
必
ず
聞
か
れ
る
が
、

そ
の
地
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
す
る
な
ら
、
こ
れ
か
ら
は
、
そ
こ
の
言
語
や
文

化
を
理
解
し
て
い
る
日
本
人
が
こ
ち
ら
か
ら
飛
び
込
ん
で
行
っ
て
、
そ

の
地
の
人
の
心
を
つ
か
む
必
要
が
あ
る
」
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ビ
ジ
ネ

ス
に
関
す
る
自
分
の
考
え
を
示
し
、
他
の
学
部
生
や
留
学
生
が
共
感
す

る
場
面
も
見
ら
れ
た
。

　
最
後
の
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
、
留
学
を
通
し
て
自
分
が
変
化
・
成
長
し

た
点
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。
留
学
生
・
学
部
生
と
も
に
肯
定
的
な

意
見
が
多
く
、「
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
し
て
視
野
が
拡
が
っ
た
」「
自

分
の
価
値
観
が
す
べ
て
で
は
な
い

こ
と
に
気
づ
き
、
多
様
な
見
方
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」「
他
者

を
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
」「
そ
の
土
地
の
言
語
や
文
化

を
理
解
し
学
べ
た
こ
と
は
自
分
の

財
産
」「
留
学
先
で
自
国
の
こ
と

を
質
問
さ
れ
、
も
っ
と
よ
く
知
る

必
要
性
を
感
じ
た
。
同
時
に
自
国

の
よ
さ
が
わ
か
り
、
好
き
に
な
っ

た
」「
家
族
な
ど
身
近
な
人
を
大

壇上で発表を行なう学部生・留学生
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切
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
聴
衆
と
の
質
疑
応
答
で
は
、「
留
学
先
で
就
職
し
た
い
か
」
と
い
う

質
問
に
対
し
て
、
留
学
生
・
学
部
生
双
方
か
ら
「
自
国
に
軸
を
置
き
な

が
ら
も
、
互
い
の
国
と
の
つ
な
が
り
の
あ
る
仕
事
が
し
た
い
」
と
い
と

い
う
回
答
が
あ
っ
た
。

第
2
回
　
大
学
っ
て
な
に
？
　
大
学
生
は
何
を
す
る
？
　

�
世
界
の
大
学
生
活
を
知
ろ
う
！
　
　

　
第
2
回
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
世
界
の
大
学
生
は
ど
の
よ
う
な

生
活
を
送
っ
て
い
る
の
か
、
具
体
的
に
は
、
授
業
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
ク

ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の
日
々
の
生
活
か
ら
、
受
験
や
卒
業
、
就

職
ま
で
、
自
国
と
留
学
先
の
大
学
生
活
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
。

　
ま
ず
、
大
学
入
学
以
前
の
中
学
や
高
校
の
生
活
に
つ
い
て
各
国
の
様

子
を
簡
単
に
報
告
し
合
っ
た
。
中
国
と
韓
国
で
は
、
中
学
生
、
高
校
生

は
早
朝
か
ら
夜
遅
く
ま
で
学
校
に
い
て
、
授
業
時
間
以
外
は
自
習
を
す

る
と
い
う
報
告
が
あ
っ
た
。
韓
国
の
高
校
生
は
毎
日
午
後
十
時
ま
で
、

学
生
に
よ
っ
て
は
そ
の
あ
と
塾
で
午
前
二
時
ま
で
勉
強
す
る
人
も
い
る

と
い
う
話
に
、
学
部
生
や
他
の
留
学
生
お
よ
び
聴
衆
が
驚
く
と
い
う
場

面
が
あ
っ
た
。
タ
イ
で
は
、
高
校
時
代
は
一
番
楽
し
い
時
期
で
あ
り
、

放
課
後
は
友
達
と
楽
し
む
人
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
留
学
生

の
国
で
は
い
ず
れ
も
部
活
は
あ
ま
り
盛
ん
で
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
一
方
、
学
部
生
は
、
中
学
・
高
校
時
代
に
部
活
に
打
ち
込
ん
だ
と

い
う
学
生
が
多
か
っ
た
。
学
部
生
か
ら
「
日
本
で
は
、
部
活
は
人
間
関

係
を
作
る
と
い
う
目
的
も
あ
る
と
思
う
」
と
い
う
意
見
が
出
た
。

　
次
に
、
大
学
生
の
生
活
に
関
し
て
は
、
タ
イ
と
韓
国
の
留
学
生
か
ら

「
日
本
人
の
大
学
生
は
、
上
級
生
と
下
級
生
の
つ
な
が
り
が
薄
い
よ
う

に
感
じ
る
。
自
国
で
は
入
学
後
に
互
い
に
親
し
く
な
る
た
め
の
活
動
や

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
期
間
が
あ
り
、
そ
れ
を
通
し
て
上
級
生
と
下
級
生
の
強

い
つ
な
が
り
が
で
き
、
よ
く
飲
み
に
行
っ
た
り
も
す
る
」
と
い
う
話
が

あ
っ
た
。
学
部
生
か
ら
は
「
日
本
の
大
学
生
は
、
授
業
の
あ
と
は
ア
ル

バ
イ
ト
や
サ
ー
ク
ル
活
動
、
休
日
は
友
だ
ち
と
遊
び
に
行
っ
た
り
す
る

こ
と
が
多
い
が
、
他
の
国
で
は
ど
う
か
」
と
い
う
質
問
が
出
た
。
こ
の

質
問
に
「
タ
イ
で
は
ア
ル
バ
イ
ト
の
時
給
が
安
い
こ
と
も
あ
り
、
普
通

の
大
学
生
は
ア
ル
バ
イ
ト
を
せ
ず
、
勉
強
を
し
た
り
友
達
と
一
緒
に
す

ご
す
。
た
だ
し
、
夏
休
み
は
経
験
の
た
め
に
自
分
の
専
門
に
関
係
の
あ

る
ア
ル
バ
イ
ト
を
す
る
」「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
も
、
夏
休
み
以
外
は
あ

ま
り
ア
ル
バ
イ
ト
は
し
な
い
。
朝
か
ら
、
日
に
よ
っ
て
は
夜
ま
で
授
業

が
あ
っ
て
忙
し
い
し
、
国
か
ら
の
生
活
費
援
助
も
あ
る
か
ら
」「
中
国

で
も
、
大
学
生
は
朝
か
ら
夜
ま
で
勉
強
す
る
。
ア
ル
バ
イ
ト
は
夏
休
み

だ
け
」
と
、
留
学
生
の
国
で
は
い
ず
れ
も
大
学
生
は
一
般
的
に
夏
休
み

以
外
は
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
い
と
い
う
回
答
で
あ
っ
た
。

　
次
に
、
大
学
の
勉
強
に
つ
い
て
は
、
留
学
生
た
ち
が
自
国
で
の
勉
強

の
厳
し
さ
に
言
及
し
、「
ダ
ブ
ル
メ
ジ
ャ
ー
な
の
で
勉
強
が
大
変
」「
タ
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イ
で
は
レ
ポ
ー
ト
と
い
え
ば
二
〇
〜
三
〇
枚
、
発
表
は
二
〇
〜
三
〇
分

が
普
通
。
日
本
の
大
学
生
の
勉
強
は
楽
そ
う
に
見
え
る
」
と
い
う
意
見

が
出
た
。
一
方
、
学
部
生
た
ち
は
日
本
と
留
学
先
を
比
較
し
、「
留
学

先
の
ア
メ
リ
カ
で
は
勉
強
が
本
当
に
大
変
だ
っ
た
。
神
田
外
語
大
学
も

日
本
の
大
学
と
し
て
は
宿
題
が
多
い
ほ
う
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
比
較

に
な
ら
な
い
」「
宿
題
以
外
に
も
、
授
業
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る

た
め
に
、
事
前
に
た
く
さ
ん
読
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
し
な
い
と
成
績
が
も
ら
え
な
い
」「
最
初

の
こ
ろ
は
英
語
の
読
み
書
き
に
も
時
間
が
か
か
り
、
と
に
か
く
集
中
し

て
勉
強
し
た
」
と
、
留
学
先
で
の
課
題
の
多
さ
や
勉
強
の
厳
し
さ
に
つ

い
て
述
べ
た
。

　
続
い
て
、
各
国
の
英
語
の
学
習
状
況
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。
留

学
生
か
ら
は
「
韓
国
で
は
今
は
英
語
は
で
き
る
の
が
当
た
り
前
と
い
う

状
況
に
な
っ
て
い
る
。
子
供
の
こ
ろ
か
ら
勉
強
す
る
。
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
で

は
差
が
出
な
い
の
で
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
を
使
っ
た
り
、
就
職
の
面
接
で
は

英
語
で
の
討
論
が
あ
っ
た
り
す
る
」「
台
湾
で
も
英
語
が
で
き
る
の
は

普
通
の
こ
と
。
私
の
大
学
で
は
日
本
語
学
科
の
学
生
で
も
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ

で
七
五
〇
点
を
と
ら
な
い
と
卒
業
で
き
な
い
し
、
企
業
の
面
接
も
受
け

ら
れ
な
い
」「
中
国
の
私
の
大
学
で
は
卒
業
時
に
英
語
の
試
験
に
受
か

ら
な
い
と
、
卒
業
証
書
は
も
ら
え
て
も
学
士
号
は
と
れ
な
い
。
大
連
で

は
幼
稚
園
か
ら
英
語
を
や
っ
て
い
る
子
供
が
多
い
」「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

で
は
英
語
が
で
き
る
の
は
自
然
な
こ
と
な
の
で
、
大
学
で
は
英
語
の
テ

ス
ト
は
な
い
」
と
、
多
く
の
国
で
は
英
語
が
で
き
る
の
が
当
然
、
ま
た

は
当
然
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
状
況
が
報
告
さ
れ
た
。
一
方
で
「
タ

イ
で
は
小
学
校
一
年
か
ら
英
語
を
や
っ
て
い
る
が
、
話
す
練
習
を
し
な

い
の
で
話
せ
る
人
が
少
な
い
」
と
い
う
報
告
も
あ
っ
た
。
学
部
生
か
ら

は
「
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
て
『
英
語
が
で
き
る
だ
け
で
は
ダ
メ
だ
』
と

気
づ
か
さ
れ
た
。『
専
攻
は
英
語
で
す
』
と
言
う
と
、『
あ
と
は
？
　
そ

れ
か
ら
？
』
と
聞
か
れ
る
。
言
語
は
ス
キ
ル
の
一
つ
で
し
か
な
く
、
他

の
専
攻
が
必
要
だ
と
思
い
知
ら
さ
れ
た
」「
就
職
活
動
を
終
え
て
、
日

本
で
も
英
語
だ
け
で
な
く
、
も
う
一
つ
言
語
が
で
き
る
と
強
い
と
思
っ

た
」
と
い
う
話
が
あ
っ
た
。

　
次
に
、
留
学
生
か
ら
出
さ
れ
た
疑
問
と
し
て
、
第
1
回
に
引
き
続
き
、

日
本
に
お
け
る
留
学
と
就
職
活
動
の
関
係
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。

留
学
生
か
ら
「
タ
イ
語
専
攻
の
日
本
人
の
友
だ
ち
が
『
タ
イ
に
留
学
し

た
い
け
れ
ど
就
職
活
動
が
心
配
で
諦
め
た
』
と
言
っ
て
い
た
。
そ
の
よ

う
な
こ
と
は
多
い
の
か
」
と
質
問
が
出
た
。
こ
れ
に
対
し
、
学
部
生
か

ら
は
い
ず
れ
も
自
ら
の
留
学
経
験
を
肯
定
的
に
捉
え
た
次
の
よ
う
な
意

見
が
出
た
。「
私
は
三
年
生
か
ら
四
年
生
に
か
け
て
留
学
し
て
就
職
活

動
の
開
始
が
遅
れ
た
が
、
留
学
経
験
は
就
職
活
動
に
お
い
て
強
み
に

な
っ
た
し
、
人
生
の
中
で
大
切
な
経
験
だ
っ
た
と
思
う
」「
最
近
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
経
験
を
持
つ
学
生
が
欲
し
い
企
業
も
増
え
て
お
り
、
留

学
経
験
者
向
け
の
説
明
会
な
ど
も
あ
る
。
就
職
活
動
の
た
め
に
留
学
を

諦
め
な
く
て
も
い
い
よ
う
に
社
会
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
思
う
」。
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一
方
で
、「
自
分
は
本
当
は
四
年
生
で
留
学
生
し
た
か
っ
た
が
、
就
職

活
動
を
考
え
、
無
理
を
し
て
三
年
生
で
留
学
し
た
」「
エ
ン
ト
リ
ー
の

締
め
切
り
に
間
に
合
わ
な
い
と
面
接
が
受
け
ら
れ
な
い
企
業
が
結
構
あ

る
。
最
近
は
少
し
ず
つ
柔
軟
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
は
い
え
、
自
分
の

周
り
に
は
、
や
は
り
就
活
の
時
期
を
逃
す
の
が
怖
く
て
留
学
で
き
な
い
、

と
い
う
人
も
多
い
。
ま
だ
そ
う
い
う
面
が
あ
る
と
思
う
」
と
い
う
現
状

報
告
も
あ
っ
た
。
留
学
生
か
ら
は
「
韓
国
で
は
、
留
学
は
就
職
の
準
備

と
考
え
る
面
が
あ
り
、
私
も
就
職
に
有
利
だ
と
思
っ
て
留
学
を
決
め

た
」「
タ
イ
に
は
外
国
企
業
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
言
語
が
で
き
る
人
は

失
業
し
な
い
。
特
に
留
学
経
験
が
あ
る
学
生
は
企
業
に
求
め
ら
れ
る
」

「
タ
イ
で
は
就
職
活
動
の
時
期
と
い
う
も
の
が
な
く
、
卒
業
し
て
か
ら

で
も
就
職
で
き
る
」
な
ど
、
留
学
は
就
職
に
関
し
て
メ
リ
ッ
ト
に
な
る

と
い
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
最
後
に
、
大
学
に
お
け
る
卒
業
や
進
級
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。

留
学
生
か
ら
は
「
タ
イ
で
は
、
大
学
を
卒
業
す
る
の
は
と
て
も
大
変
。

進
級
も
難
し
く
、
学
年
を
追
う
ご
と
に
学
生
数
が
半
減
し
て
い
く
。
そ

の
代
わ
り
、
大
学
を
卒
業
で
き
れ
ば
必
ず
就
職
で
き
る
」
と
、
日
本
と

は
異
な
る
状
況
が
報
告
さ
れ
た
。

　
聴
衆
と
の
意
見
交
換
で
は
、
留
学
生
か
ら
「
留
学
期
間
は
短
く
、
時

間
の
大
切
さ
を
実
感
し
て
い
る
。
休
日
も
大
切
に
し
、
い
ろ
い
ろ
な
経

験
を
し
た
い
」
な
ど
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。

司会の上原由美子先生

発表者の意見に耳を傾ける学生たち

壇上での活発な議論
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ま
と
め

　
二
回
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
共
通
し
て
学
生
か
ら
発
題
さ
れ
た
ト

ピ
ッ
ク
と
し
て
「
留
学
と
就
職
活
動
の
ジ
レ
ン
マ
」
の
問
題
が
あ
っ
た
。

留
学
を
考
え
る
学
部
生
に
と
っ
て
は
不
安
の
種
で
あ
り
、
留
学
生
に
は

不
思
議
に
映
る
日
本
の
現
象
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
、
留
学

か
ら
帰
っ
て
き
た
学
部
生
が
い
ず
れ
も
「
留
学
経
験
は
就
職
に
も
プ
ラ

ス
に
な
る
。
社
会
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
思
う
」
と
い
う
実
感
を
伝

え
た
こ
と
や
、
留
学
生
た
ち
に
よ
る
各
国
の
状
況
報
告
が
、
留
学
を

迷
っ
て
い
る
聴
衆
の
学
部
生
を
勇
気
づ
け
た
よ
う
で
あ
っ
た
。

　
も
う
一
点
、
二
回
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
共
通
し
て
話
題
に
上
っ

た
こ
と
は
、
日
本
の
学
生
は
他
の
国
の
学
生
と
比
較
し
て
勉
強
量
が
少

な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。
留
学
生
の
母
国
で
は
、
中

学
生
・
高
校
生
・
大
学
生
が
か
な
り
勉
強
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
ま

た
、
留
学
し
た
学
部
生
が
、
留
学
先
で
の
勉
強
の
厳
し
さ
を
実
感
し
た

と
い
う
こ
と
、
お
よ
び
海
外
で
は
大
学
生
は
複
数
の
専
攻
を
持
ち
、
ま

た
英
語
が
で
き
る
の
は
当
然
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を

聞
き
、
危
機
感
を
感
じ
た
聴
衆
の
学
部
生
も
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
聴
衆
と
の
意
見
交
換
は
、
時
間
の
都
合
も
あ
り
、
あ
ま
り
活
発
に
で

き
な
か
っ
た
が
、
イ
ベ
ン
ト
後
の
懇
親
会
の
場
で
学
生
同
士
が
よ
り
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
て
本
音
で
語
り
合
う
姿
が
見
ら
れ
た
。

　
参
加
し
た
留
学
生
に
後
日
、
感
想
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
今
ま
で
日

本
人
や
日
本
社
会
に
抱
い
て
い
た
疑
問
、
具
体
的
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
あ
り
方
の
違
い
や
人
間
関
係
、
就
職
活
動
な
ど
に
関
し
て
、

同
年
代
の
学
生
と
率
直
に
話
し
合
え
て
よ
か
っ
た
」「
と
て
も
楽
し

か
っ
た
」「
こ
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
準
備
を
通
し
て
、
複
雑
な
考

え
を
日
本
語
で
ま
と
め
て
言
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト

が
多
か
っ
た
。
参
加
し
た
学
部
生
か
ら
も
「
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」

「
も
っ
と
早
く
か
ら
留
学
生
と
交
流
す
る
機
会
が
持
て
れ
ば
よ
か
っ
た
」

と
い
う
声
が
聞
か
れ
た
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
双
方
で
意
見
を
出
し
合
う
だ
け
で
な
く
、

一
つ
の
問
題
を
異
な
る
視
点
か
ら
議
論
で
き
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に

し
て
い
く
こ
と
、
お
よ
び
、
よ
り
多
く
の
聴
衆
に
積
極
的
に
参
加
し
て

も
ら
え
る
企
画
に
し
て
い
く
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。


